
ソーシャルデザインセンター

現在、我々は世界規模の大変革期に生きています。従来の社会システムが機能不全を起こし、次々と新

 

たな社会課題が噴出してきています。そのため、これからは、こうした社会課題を解決するための新しい社

 

会システムをデザインするという発想が必要です。

 

また、新たな社会システムデザインを実現しうる人材としてのソーシャルデザイナーを“実践”の中から輩出

 

していくことが重要になります。そのために慶應義塾大学大学院に集う”実践”志向のメンバーを中心に

 

2010年4月、「ソーシャルデザインセンター（SDC）」を設立致しました。
SDCの活動のベースになるのは、慶應義塾大学日吉キャンパスにある「協生館」です。この「協生」の思想

 

の下、ここには様々な分野で活躍する社会人学生等、社会変革の担い手たる産学官民の多様な人材が

 

「教育」「研究」のために集まっています。まさにメルティングポットです。一方、慶應義塾大学・大学院全体を

 

見回すと、多様な分野にまたがる「教育」「研究」の場として、知的ネットワークが集積されています。このた

 

め、SDCでは、多様な人材と、大学の知的ネットワークを活用することによって、社会の再構築を先導するた

 

めの「実践」の場を構築し、ここから新たな社会システムのデザインを発信していくという新しい取組に挑戦

 

しています。
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http://lab.sdm.keio.ac.jp/sdc/
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デザイン思考によるソリューションの創発
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